
 

 

 

物  質  名 ｏ-クロロトルエン ＤＢ－14 

別  名 
2-クロロトルエン 
1-クロロ-2-メチルベンゼン 
o-クロロトルオール 

CAS 番号 95-49-8 
PRTR 番号 第 1 種 89 
化審法番号 3-39 

構 造 式 

 

分子式 C7H7Cl 分子量 126.59 
沸点 158.97℃ 1) 融点 －35.59℃ 1) 
蒸気圧 3.43 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 5.18 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.42 3) 水溶性 374 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 2,500 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LCLo 4,400 ppm（23,000mg/m3）5)  
 ラット 経口 LD50 3,900 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LCLo 4,400 ppm（23,000mg/m3）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、20、80、320 mg/kg/day を 103～104 日間強制経口投与した結果、80 mg/kg/day 以

上の群の雄で体重増加の有意な抑制、副腎重量の増加を認めた。また、80 mg/kg/day 群の雄

で血中尿素窒素の増加、320 mg/kg/day 群の雄で心臓及び睾丸重量、白血球数の増加、プロト

ロビン時間（血液凝固時間）の減少がみられたが、組織学的変化はみられなかった 6) 。これ

らの結果から、NOAEL は 20mg/kg/day であった。 
・イヌに 0、5、20、80 mg/kg/day を 97 日間（7 日/週）強制経口投与した結果、体重及び組織へ

の影響を認めなかった。また、80 mg/kg/day 群の雌で一時的に血小板の増加がみられたが、

試験終了時には正常値に戻っていた 7) 。これらの結果から、NOAEL は、80 mg/kg/day であっ

た。 
・雌ウサギに 0、4,000、7,800、11,500、15,600 mg/m3 を 23 日間（6 時間/日）吸入させた結果、

4,000 mg/m3 以上の群で呼吸数の増加、用量に依存した体重増加の抑制、7,800 mg/m3 以上の群

で軽度の流涎、11,500 mg/m3 以上の群で流涙がみられ、15,600 mg/m3 群で体重増加の有意な抑

制を認めた 8) 。 
・ラットに 0、4,000、7,700、11,400、15,300 mg/m3 を 14 日間（6 時間/日）吸入させた結果、4,000 

mg/m3 以上の群の雄で肝臓及び腎臓重量の増加、用量に依存した体重増加及び中枢神経の抑

制、7,700 mg/m3 以上の群の雄で脾臓重量の減少、用量に依存した流涎、流涙、運動失調、雌

で肝臓及び腎臓重量の増加、用量に依存した脱毛、被毛の汚れ、11,400 mg/m3 以上の群の雌

で脾臓重量の減少がみられ、15,300 mg/m3 群の雄でヘマトクリット値の増加、雌で小葉中心

性肝細胞肥大の発生率の有意な増加、血中ナトリウム及び塩素の減少がみられた 8) 。 
・ラットに 0、2,640、5,270、210,800 mg/m3 を 3 週間（6 時間/日、5 時間/日）吸入させた結果、

210,800 mg/m3 群では 3 分以内に全数（4 匹）が死亡し、5,270 mg/m3 群で傾眠、音刺激への反

応性低下、鼻孔周囲に血痕、体重増加の抑制がみられ、剖検で有意な影響はなかったが、肺
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胞で泡状のマクロファージがみられた。なお、2,640 mg/m3 群で影響はみられなかった 9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、1,000、3,000、9,000 mg/m3 を妊娠 6 日目から 19 日目まで吸入（6 時間/日）さ

せた結果、母ラットでは 3,000 mg/m3 群で体重増加及び中枢神経の抑制、9,000 mg/m3 群で体

重増加の有意な抑制、被毛の汚れ、流涎、流涙、軽度から中程度の運動失調がみられ、胎仔

では 9,000 mg/m3 群で体重の有意な減少、短指症、骨化遅延、胸骨の変異を含めた骨格異常の

発生率に有意な増加を認めた 10) 。 
・雌ウサギに 0、1,500、4,000、15,000 mg/m3 を妊娠 6 日目から 28 日目まで吸入（6 時間/日）さ

せた結果、母ウサギでは 4,000 mg/m3 群で眼瞼下垂の傾向がみられ、4,000 mg/m3 以上の群で

一時的な暴露開始の直後に一過性の呼吸頻度の増加、摂餌量の有意な減少、その結果として

妊娠 9 日目まで用量に依存した体重増加の抑制がみられ、15,000 mg/m3 群で流涎、流涙、眼

瞼下垂を認めたが、1,500 mg/m3 以上の群の仔では着床前及び着床後の胚損失率、胎仔数、体

重及び奇形の発生率に影響はなかった 11) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は眼、皮膚、気道を刺激し、吸入すると咳、息切れ、めまいを生じ、皮膚や眼では発

赤、痛みを生じる。また、液体に繰り返し暴露されると皮膚の脱脂を起こす 12) 。 
・産業界から 1962 年に得られた情報では、化学工場で永年にわたって本物質を取り扱っていた

労働者で、本物質との接触による皮膚炎や吸入による中毒症状はみられておらず、塩素化芳

香族化合物（特に塩化ベンゼン）の毒性との類似性から、最大許容濃度として 75～200 ppm
（389～1,036 mg/m3）が適切であるとされていた 13) 。また、1981 年に得られた情報でも、製

造過程で本物質に毎日あるいは時折り暴露（主に吸入）される労働者が約 200 人いる工場で、

数十年にわたって本物質による健康問題は何もなかったとされていた 14) 。しかし、これらの

工場での暴露濃度の報告はなかった。 
・本物質及びその p 体の混合気体（混合比不明）に対する職業暴露の経験では、400 ppm（2,106 

mg/m3）60 分間の暴露で重度の中毒症状を引き起こし、200 ppm（1,053 mg/m3）では暴露が長

引くと疾病症状の原因となり、労働環境として 75 ppm（395 mg/m3）以上の濃度は十分な条

件ではない 15) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13) TLV-TWA 50 ppm（259 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 20 mg/kg/day（体重増

加の抑制）を採用し、試験期間が短かったことから 10 で除した 2 mg/kg/day を暫定無毒性量等

として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 259 mg/m3（有害な影響のみられない濃度）を採用し、

暴露状況で補正した 52 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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